
　

「
祇ぎ

お

ん園
精し
ょ
う
じ
ゃ
舎
の
鐘
の
声　

諸
し
ょ
ぎ
ょ
う行

無む
じ
ょ
う常
の
響
き
あ
り
…
」
で
始
ま
る

有
名
な
軍
記
物
を
覚
え
て
い
る
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
平
家
の
盛せ
い
す
い衰

を
描
い
た
『
平
家
物
語
』
で
す
。

冒
頭
部
分
の
祇
園
精
舎
と
は
、
仏

教
発
祥
の
地
、
古
代
イ
ン
ド
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
寺
院
の
こ
と
で

す
。
こ
の
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で

あ
る
「
牛ご

ず頭
天て
ん
の
う王
」
は
、
疫
え
き
び
ょ
う
病
を

流は

や行
ら
せ
る
神
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
「
牛
頭
天
王
」
を
慰
め
、

和
ま
せ
る
こ
と
で
疫
病
を
防
ご
う

と
し
た
の
が
祇
園
信
仰
の
始
ま
り

で
、
旧
暦
六
月
に
例
祭
と
し
て
定

着
し
た
の
が
祇
園
祭
で
す
。

 

日
本
古
来
の
神
と
外
来
宗
教

の
仏
教
が
結
合
し
た
神
仏
習

合

で

は
、
「

牛

頭

天

王

」

は
、

「
天
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
」
の
弟
神
で
あ
る

「
建た

て

は

や

す

さ

の

お

の

み

こ

と

速
須
佐
之
男
命
」
と
結
び
つ

き
ま
し
た
。
明
治
の
神
仏
分
離
令

後
、
全
国
に
あ
る
天
王
社
は
、「
建

速
須
佐
之
男
命
」
を
祀
る
神
社
と

な
り
、
社
名
も
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
京
都
祇
園
八
坂
神
社

な
ど
を
総
本
社
と
し
て
、
祇
園
神

社
、
素
戔
鳴
神
社
、
祇
園
神
社
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

「
建
速
須
佐
之
男
命
」
を
祀
る

小
川
素
鵞
神
社
は
、
享
禄
二
年

（
一
五
二
九
）
、
園
部
城
主
の
客
分

あ
っ
た
橋
本
源
左
衛
門
、
孫
左
衛

門
兄
弟
が
園
部
川
の
河
口
で
拾
い

上
げ
た
牛
頭
天
王
の
御
神
体
を

祀ま
つ

っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
翌
年
に
は
、
園
部
氏
の
庇ひ

ご護
を

得
て
、
天
王
宮
と
命
名
さ
れ
、
園

部
城
の
守
り
神
と
し
て
城
外
に

祀
ら
れ
ま
し
た
。
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
、
神
仏
習
合
の
社
名

で
あ
る
こ
と
理
由
に
現
在
の
社
号

に
改
称
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も

親
し
み
を
こ
め
て
、
「
小
川
の
天

王
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 

小
川
の
祇
園
祭
は
、
旧
暦
の
６

月
１
、
７
、
11

、
13

日
の
４
日
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
「
四
度
の

ま
つ
り
」
と
も
称
さ
れ
、
伝
統
あ

る
神
事
が
連
綿
と
し
て
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
祇
園
祭

は
、
六
町
（
横
町
・
大
町
・
川
岸

町
・
田
宿
町
・
下
田
宿
町
・
上
宿
町
）

で
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。（
現

在
は
分
割
し
た
町
が
あ
っ
て
九
町

に
増
加
）
そ
し
て
、
横
町
・
大
町
・

中
田
宿
町
・
上
宿
町
の
頭と

う

や屋
は
、

宮
司
や
総
代
と
と
も
に
四
度
の
ま

つ
り
（
神
事
）
を
取
り
仕
切
り
ま

す
。
ち
な
み
に
各
頭
屋
の
担
当
日

は
、
御
神
輿
が
神
社
に
入
る
「
お

山
入
り
」
の
あ
と
に
、「
く
じ
引
き
」

に
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

 

神
前
で
の
祈
り
や
神
に
伺
い
を

立
て
る
神
事
の
ほ
か
に
、
江
戸
時

代
以
来
、
各
町
内
で
は
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
祭
事
を
催
し
て
い
ま
し

た
。
小
川
資
料
館
に
は
、
安
永
八

年
（
一
七
七
九
）
〜
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
に
か
け
て
、
横
町

代
々
の
世
話
人
が
引
き
継
い
で
き

た
古
文
書
『
横
町
覚
書
』
が
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
文
書
に

は
、
豊
富
な
挿
絵
と
も
に
、
催
し

物
な
ど
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
祇
園
祭
が
垣
間
見
ら

れ
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

 

こ
の
古
文
書
を
た
よ
り
に
、
江

戸
時
代
に
お
け
る
祇
園
祭
の
様
子

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

安
永
八

年
（
一
七
七
九
）
、
横
町
で
は
、

桃
太
郎
と
二
十
七
人
の
鬼
の
仮
装

行
列
を
催
し
、
非
常
に
評
判
が

良
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
田
宿
・
田
町
両
町
の
行
列
八
〇

〜
九
〇
人
と
川
岸
町
の
唐
代
の
名

僧
に
仮
装
し
た
行
列
が
天
王
祭
で

乱
れ
合
い
口
論
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
上
宿
町
と
横
町
が
仲

介
し
て
夕
方
ま
で
預
か
り
、
夜
に

な
っ
て
解
決
し
ま
し
た
…
」
と
の

記
載
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
町

内
は
、
競
い
合
う
よ
う
に
祇
園
祭

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

盛
り
上
が
り
を
よ
そ
に
、
各
町
内

の
負
担
は
大
き
い
も
の
と
な
り
、

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
祭
礼

以
後
に
は
、
二
町
が
合
同
で
一
つ

の
催
し
物
を
出
す
よ
う
取
り
決
め

ら
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、
九
町
で

の
年
番
制
と
な
り
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

 

こ
の
『
横
町
覚
書
』
は
現
在
、

小
川
資
料
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

参
考
展
Ⅰ
「
小
川
素
鵞
神
社
と
祇

園
祭
」
に
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

寛
永
８
年
（
１
７
９
６
）

素鵞神社

横
町
覚
書
「
己
の
か
か
し
」
挿
絵 

地域づくりを応援します

人と自然が調和する 


